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クツ（RDCA, Rapid Development Cumulus Area）について詳述し、その使い方を工夫す
ればＲＤＣＡはＸＲＡＩＮ（高空間分解能による立体観測）によるゲリラ豪雨兆候の早
期探知システムより早期に探知できることを示している。ＸＲＡＩＮによる兆候の早期
京都大学 博士（工学） 氏名 Wendi Harjupa 
探知とは、地上に降雨がもたらされる前の積乱雲の発達初期段階で上空にのみに発生す
るレーダーエコー（ファーストエコー、（レーダーによる）ゲリラ豪雨のタマゴ）を見つ



















































ツ（RDCA, Rapid Development Cumulus Area）とゲリラ豪雨のタマゴの存在
とは間接的には関係するはずのものである中、1）両者が関係することを明



















た、令和元年 8 月 5 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、
合格と認めた。 
 なお、本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表
に際しては，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
